
【本日の趣旨】

　都市再生特別措置法により、立地適正化計画の改定の際には「都市計画
審議会より意見を聴かなければならない」旨が定められているため、「居住
誘導区域」の変更を行うにあたり、審議会委員の皆様にご意見を伺うもの。

第63回　松江市都市計画審議会

松江市立地適正化計画の改定
（居住誘導区域の変更）
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「立地適正化計画」とは

都市再生特別措置法に基づき作成する立地適正化計画は、人口減少・高齢化が進む社会情勢の中でも、
将来にわたり持続可能なまちづくりを実現するため、「コンパクト・プラス・ネットワーク」の考え
方に基づき、都市全体における都市機能や居住の誘導、公共交通の充実を目指す包括的なマスタープ
ランとして位置づけ。

具体的には、持続可能なまちづくりを実現するためにどのエリアが居住に適しているのか、あるいは
どこへ生活利便施設を誘導していくのかといった将来像（ビジョン）を明確にする計画である。

▼立地適正化計画のイメージ図

「国土交通省資料」より

都市機能誘導区域

公共施設等、維持・誘導する施設を設定し、
日常生活サービスの効率的な提供を図る
区域

居住誘導区域

一定のエリアで人口密度を維持し、
日常生活サービス等が持続的に確保される
よう居住誘導を図る区域
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「松江市立地適正化計画」の概要

本市の立地適正化計画策定（改定）の経過

本市においては、将来にわたって生活に必要なサービスを維持し、持続可能なまちづくりを進める
ため、平成31（2019）年3月に法に基づく「松江市立地適正化計画」を策定した。

その後、令和4（2022）年3月には『防災指針』を追加し、令和8（2026）年2月には、松江市地域公
共交通計画 （令和6（2024）年3月策定）を反映するための改定を行った。

計画期間：
平成31（2019）年度～令和9（2027）年度

計画の対象区域：
「松江圏都市計画区域」と「宍道都市計画区域」の2つの都市計画区域全域

計画の構成：
○第1章 松江市の現状と課題
○第2章 立地の適正化に関する基本的な方針
○第3章 基本的な方針
○第4章 居住誘導区域
○第5章 都市機能誘導区域
○第6章 公共交通
○第7章 防災指針
○第8章 数値目標の設定と進捗管理

▼計画の概要
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この度、計画で定めている
「居住誘導区域」の拡大を行おうとするもの



計画に定めている「居住誘導区域」の設定の考え方についての確認
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方針１　公共交通の利便性の維持・向上を目指し区域を設定

方針２　既に市街地形成がされた区域を設定

方針３　居住に適さないエリアは居住誘導区域※に含めない

「居住誘導区域」の設定方針

現在の市街地（市街化区域・用途地域）を基本に設定

※
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現在の「居住誘導区域」



この度の「立地適正化計画」の変更について
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居住誘導区域の変更内容

令和７年５月の都市計画変更※により新たに市街化区域・用途地域に編入した「法吉・大庭地区」
について、立地適正化計画に定める居住誘導区域へ追加指定するもの。（約１５．６ｈａ追加）

※令和７年２月に開催した第５９回松江市都市計画審議会を経て、令和７年５月の都市計画変更

居住誘導区域の変更理由

法吉・大庭地区の両地区については、若年層を中心とした定住促進のため、戸建て住宅を主体と

する住宅地の形成を図ることを地区計画の方針として掲げていることから、立地適正化計画にお

ける居住誘導区域の設定方針に従い、当該両地区を居住の維持および誘導を図るべき区域として、

居住誘導区域に指定するものである。



「居住誘導区域」の追加地区【法吉地区】
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うぐいす台

淞北台

拡大

第二淞北台

除  外　す　る　部  分

淞北台

用途地域：第一種中高層住居専用地域

居住誘導区域の追加：面積約5.2ha

 　※災害リスクの高い土砂災害警戒区域に含めない



「居住誘導区域」の追加地区【大庭地区】
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うぐいす台

拡大

用途地域：第二種住居地域

居住誘導区域の追加：面積約10.4ha



「居住誘導区域」の変更後面積
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  変更前面積 変更後面積 市街化区域・用途地域の面積に対する割合

居住誘導区域 3,033ha 3,049 ha 86 %（変更なし）

居住誘導区域に含まない区域 497ha 514 ha 14 %（変更なし）

法吉地区

大庭地区


